
人口：3,594人
世帯：1,858世帯
（令和5年8月1日現在）

面積：110.63㎡
・駒ヶ岳山麓の一角に広がる町です

鹿部町公式ホームページ

企業版ふるさと納税ってなに ？

国が認定した地方公共団体の行う地方創生の取り組みに対し企業が寄附を
⾏った場合に、法⼈関係税から税額控除する仕組みです。
令和2年度に制度が大幅に見直され、損⾦算⼊による軽減効果（寄附額の
約3割）と合わせて、最⼤で寄附額の約9割が軽減され、実質的な企業の負担
が約1割にまで圧縮されるなど、より使いやすい仕組みとなりました。

企業の皆さんに聞く
「企業版ふるさと納税」活用のメリットとは？

〇社会貢献 ＳＤＧｓへの寄与
〇創業地等の地域への恩返し
〇事業への貢献

問い合わせ 鹿部町役場 企画振興課（℡：01372-7-5297）

町公式ホームページ（企業版ふるさと納税）QR

北海道遺産に選定
しかべ間歇泉（道の駅しかべ間歇泉公園内）

鹿部町のイベント
・しかべ海と温泉のまつり（毎年8月第3土曜日）
3000発を超える花火が打ち上がる

・鹿部稲荷神社例大祭（毎年7月7日～9日）
安政時代から伝承されている大名行列

法人住民税

約３割 ２割 約１割 約４割

約３割 ４割 ２割 約１割

税目ごとの特例措置
①法人住民税　寄附額の４割を税額控除（法人住民税法人割額の２０％が上限）

②法人税　　　法人住民税で４割に達しない場合、その残額を税額控除。ただし、寄附額の１割を限度（法人税額の５％が上限）

③法人事業税　寄附額の２割を税額控除（法人事業税額の２０％が上限）
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北海道鹿部町
企業版ふるさと納税の

ご案内（R5年度版）



北海道鹿部町が取り組むプロジェクト

🦌 基本目標１ 「鹿部で「稼ぐ力」を高める事業」 🦌
🦌 基本目標２ 「鹿部に人を「集める力」を高める事業」 🦌

🦌 基本目標３ 「鹿部で子どもを育てる「魅力」を高める事業」 🦌
🦌 基本目標４ 「住民の安全・安心・健康を「守る力」を高める事業」 🦌

ご支援をお願いいたします。

基本目標１

「鹿部で「稼ぐ力」を高める事業」
写真
スケトウタラ漁
（1０月～3月）

基本目標２

「しかべ海と温泉のまつりほか
イベント、祭り開催事業」

基本目標２

「住環境整備助成事業」

基本目標３

「子育て負担ゼロ事業」

基本目標４

「道路ネットワークの整備」

その他
・天然昆布漁
（7月～9月）

・ホタテ漁
（2月～4月）

・通年
たこ、なまこ、
いか など

町内の産業を活性化させ、それらに携
わる人達や事業者などの稼ぐ力を高め
ることにより、収入の向上や雇用の拡大
につなげます。
また、担い手の不足が懸念される分野
においては、担い手の育成や雇用の安
定を促進します。

鹿部町を代表するイベントである「し
かべ海と温泉のまつり」など各種イベ
ントの充実などにより、交流人口の増
加や認知度の向上を図ります。
また、各種媒体による情報発信など
開催に向けた環境づくりを行います。

市街地と鹿部バイパスを結び幹
線道路を整備し防災性及び利便性
の向上を図ります。

民間賃貸住宅の建築を支援して、住
宅の確保を図ります。

個人の持ち家を推進し定住化を図る
ための支援を推進します。
子育て世帯の住宅支援や地元建築
業者の活用と地域経済の活性化を図
る支援施策を推進します。

幼稚園から高等学校
までの子育てにかかる
経済的負担に対し全面
的な支援を図ります。


